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ゴレ島におけるダークツーリズムの実情

十 文 字　　樹 *

ゴレ島行きの船を待っていると，隣の椅子

には赤と黄のカラフルな布をいじる 50 代く

らいの女性がいた．目が合ったので話をす

るとゴレ島で土産物屋を開いているらしい．

「島でこういう服を売ってるから，ぜひ来て

ね．」これから待ち受けるであろう恐怖体験

を前に，私はその緊張をいくらか解きほぐさ

れた．

ゴレ島とダークツーリズムについて

私が向かったゴレ島は，アフリカ大陸最西

端のセネガル共和国に位置し，首都ダカー

ルの港から船で 20 分ほどのところにある小

さい島である．1 時間ほどで歩いてまわれ

るゴレ島は，16～19 世紀にわたって黒人奴

隷貿易の拠点として使われていた［Maillat 

2018］．この島の見どころは「奴隷の家」と

呼ばれる黒人奴隷の収容施設であり，現在で

もその建物を見物することができる．このよ

うな歴史的経緯からゴレ島は世界遺産として

認定されており，旧宗主国であったフランス

をはじめ，ヨーロッパやアメリカなどから観

光客がやってくる．

観光研究では，死や災害など負の遺産に対

する関心から誕生した観光を「ダークツーリ

ズム」と呼ぶ［Foley and Lennon 1996］．日

本では広島の原爆ドームなどの戦争関連の施

設や，自然災害の痕跡がダークツーリズムの

場として有名である［親泊 2012: 140］．こ

のようなダークツーリズムは，悲しさの継承

だけではなく歴史的な学習の機会を提供す

る．また，観光地における「ゲスト」の発言

から「ホスト」のアイデンティティが創造さ

れるなど，観光活動は大きな社会的影響力を

もっている［太田 1993］．そのため歴史的背

景から生まれるダークツーリズムはホスト・

ゲストの両者の文化に対して重大な影響を与

えると考えられる．

したがって，ゴレ島は黒人奴隷貿易の拠点

だったことからダークツーリズムの観光地と

みなすことができ，歴史の学習はもちろん，

辛く悲しい過去を語る「ホスト」の役割やそ

の文化形成を観察することで，ダークツーリ

ズムと社会関係について新たな知見を得るこ
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写真 1　船から見るゴレ島
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とができると推測した．

しかし，緊張したまま船に乗り込んだ私は，

これから待ち受けるであろう恐怖とはちぐは

ぐな光景を見ることになった．熱い接吻を交

わす若いカップル，島の解説の交渉をもちか

けるガイドたち．歴史的なダークツーリズム

の観光地とはいいながら，「ダーク」一辺倒

ではないのではと思わせられた．

ゴレ島の「ブローカー」

ゴレ島に着き，観光庁の男性から「ベスト

ガイド」と紹介された男性と落ち合うとさっ

そく「奴隷の家」へ向かった．そこには既に

観光客が集まっており，神妙な面持ちでメモ

を取る人もいた．「ようこそゴレ島へ．ここ

が，奴隷たちを収容していた『奴隷の家』で

す．」それまでの会話と語調を変え，ガイド

が解説を始めた．6 畳ほどの小部屋に 10 人

以上の男性が収容されていたこと，2 階で生

活する「白人」が夜になると若い女性を「品

定め」していたこと．このほかにもさまざま

な凄惨な歴史を丁寧に語ってくれた．しか

し，その語りは淡々としていた．私がしばら

く眺めていると，ガイドがもうひとりの観光

客を連れ，再度解説をした．「ようこそゴレ

島へ．ここが，奴隷たちを収容していた『奴

隷の家』です．」一言一句違わぬ解説は，遊

園地のアトラクションを思わせた．

その後ガイドに先導され島内を歩くと，売

店へ案内された．売店といってもひとつでは

なく，幅 1 メートルほど，高さ 2 メートル

ほどの棚をひとりの女性が切り盛りする売店

が 20 ほど密集する売店群であった．私が到

着すると店員である女性 20 人が次から次へ

と商品を見せ，安くするから来いと腕を力強

く引っ張った．私が値下げ交渉している間，

ガイドは顔見知りの店員たちに商売の調子を

尋ねていた．

売店から離れ，40 分ほど歩いたものの，

私が期待するような語り部はおらず，予想し

ていた想像を絶する恐怖も「奴隷の家」を除

いて聞くことはなかった．ガイドに料金を渡

し，別れを告げるとガイドはこう切り出し

た．「ゴレ島の外でも，観光で助けが必要な

ら連絡してください．」男性はゴレ島に限ら

ず，セネガル他地域の観光地の案内も生業と

していた．この日も車で 6 時間ほどかけて

次の観光地へと向かうことになっていたらし

い．男性はチップを受けとるとそそくさと船

に乗ってしまった．

ゴレ島の観光を支える人々は現地住民の

「ホスト」ではなく，島外からの「ブロー

カー」であった．彼らにとってゴレ島は，悲

しみの場以上にビジネスの場であった．

ゴレ島のゲスト

歴史を知ることができるスポットは「奴隷

の家」に限られない．例として砲台が挙げら

写真 2　客のいない歴史博物館
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れる．これは，ゴレ島が要塞としての機能を

有していた際の遺物であり，直接触れること

もできる．しかし今ではその表面がハート形

や名前など，観光客による落書きで埋め尽く

されている．このほかにも，歴史博物館やネ

ルソン・マンデラが涙した高台が挙げられる

が，そちらでは船上で見かけた観光客を見か

けることはほぼなかった．どうやら「ゲス

ト」は歴史の学習以外にも目的があるらしい．

ぬぐい切れない違和感を抱えたまま波止場

へ向かうと，美しい浜と海が広がっていた．

そこには整備されたビーチがあり，椅子やパ

ラソルも用意されていた．その近くには，ピ

ザやパスタなどを楽しめるレストランもあ

り，そこでようやく観光客たちを見つけるこ

とができた．レストランは満席になり，ビー

チでは水着姿で日光浴を楽しむ観光客もいた．

私がゴレ島に求めていた価値は凄惨な過去

を学ぶことであった．しかし「ゲスト」は

それ以外にも価値を見出しており，「ブロー

カー」もまたその要求を満たすことで利益を

得ていた．私が想定していたものとは，大き

く異なった「ダークツーリズム」がゴレ島に

はあった．

ゴレ島のダークツーリズムの形

ゴレ島は確かに凄惨な歴史の舞台であっ

た．アフリカのさまざまな地域から集められ

た奴隷たちは，二度と生誕の地を踏むことな

くここから船に乗せられていった．しかし，

それは 2 世紀前の話であり当時を経験した

人はいない．

現在のゴレ島はその歴史を認めつつ，その

歴史に限られない観光を開発していた．「ブ

ローカー」であるガイドは歴史を伝える役目

を負い，それを終えると「ゲスト」を別の

「ブローカー」たちに渡した．「ゲスト」は

「奴隷の家」で歴史を受け止め，その後は美

しい風景とバカンスを楽しみ，歴史を感じる

一方でポジティブな思い出もつくっていた．

そして現在を生きる「ホスト」は「ゲスト」

との接触はなく，「ゲスト」が通らないエリ

アで生活をしている．

ダークツーリズムは悲しい過去を追体験

し，手を合わせるだけがそのすべてではない

ようだ．現在を生きる人々に利潤を与え，思

い出づくりの機会を提供しうる．ゴレ島は私

が抱いていたダークツーリズムの枠組みを打

ち崩し，社会関係の新しい切り口を見せてく

れた．

現在のゴレ島の姿は，凄惨な過去とともに

その乗り越え方を伝えているのかもしれない．
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イエティをめぐる複数の語り

石　内　良　季 *

ブータンのイエティ譚

「あれはちょうど私が生まれてから干支

が 2 周した（24 歳）くらいの頃，インドと

の国境につながる道路の建設をしていた時

さ． 1）道路を作るために集めていた水が雄の

イエティに毎晩飲み干されるもんだから，あ

る日代わりにアラ 2）を入れておいたの．そ

れを飲み干して，酔いつぶれたイエティを私

たちは捕まえて，インドに連れていった．そ

れから 2 日後，木の根でできた抱っこ紐を

使ってソナムという名の赤ちゃんを抱えた雌

のイエティが建設現場にやってきて，“ソナ

ムのお父さんはどこ？”と叫んでいたよ．」

2020 年 1 月某日，私はブータン王国（以

下ブータンと称す）東部タシガン県のある村

で，アビ 3）（90 代，女性）の話に耳を傾けて

いた．ブータンの土着信仰と自然観の関係に

ついて「聖なる森（sacred grove）」の調査を

進めていた私は，調査を始めて早々に新たな

森の住人の存在を知ることになった．そう，

イエティである．

一般にヒマーラヤの雪男として知られる

イエティ 4）は，ミゲ（migoi）やグレッドポ

（gredpo），グレットム（gretmu）という名

でブータンでは知られている（筆者の調査地

ではグレットムが用いられていたが，本稿で

は広く一般に知られているイエティの呼称を

用いる）．ブータンのイエティ譚をいくつか

紐解くと，その大きさはおよそヤク 5）1.5～

2 頭分であり，顔を除き全身を覆う体毛は赤

茶色から黒色，雌は大きな乳房を垂らし，標

高およそ 3,500 m～5,000 m の間に生息，単
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 1） 現在のアビの年齢と当時のブータンの道路開発状況（1961 年より始まった第 1 次五ヵ年計画により施行）を考

えると，アビの示す年代には誤差があるように思える．

 2） ブータンの家庭で作られる蒸留酒．

 3） 現地語（シャルチョップ語）で“祖母，おばあさん”を意味する．

 4） イエティという呼称は元々，ネパールのシェルパ族の言葉に由来し［Snellgrove 1995: 214］，それが西欧の探検

家やメディアを通して一般化したものである．

 5） 体が長毛で覆われたウシ科の哺乳類．雄は体長 3 m を超えるものもある．


